
��������

���������	��
�������������

発行／下妻市議会　発行責任者／議長 野村賢一　編集／議会だより運営委員会
〒 304 － 8501 下妻市大字本城町 2 － 22　電話 （0296） 43 － 2111豎 内線 301・302

��������������������

�����������������

� � � ��������������

�����������������

����������	
���������

� � � �������������



�������������

�����

�

�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�


�

��

�
��

�
�
�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
	

��

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
��

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�

��

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
�
�
�

��������������	��
�����

結　果件　　　　　　　　名議案番号

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決

原案可決
原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
原案可決

原案可決

原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決
原案可決

原案可決
同　　意
原案可決
原案可決

原案可決
 
原案可決

指名推せん
による当選

下妻市議会政務調査費の交付に関する条例の一部を改正する
条例の設定 
下妻市特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条
例の一部を改正する条例の設定
下妻市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関
する条例の一部を改正する条例の設定
下妻市議会の議員の報酬及び費用弁償に関する条例の一部を
改正する条例の設定
下妻市職員の給与に関する条例の一部を改正する条例の設定
議会の議決に付すべき公の施設に関する条例の一部を改正す
る条例の設定
下妻市土地開発基金条例の一部を改正する条例の設定
下妻市市税条例の一部を改正する条例の設定
下妻市敬老祝金支給条例の一部を改正する条例の設定
下妻勤労者体育センターの設置及び管理に関する条例を廃止
する条例の設定
下妻市都市公園管理条例の一部を改正する条例の設定
下妻市立公民館の設置及び管理に関する条例の一部を改正す
る条例の設定
下妻市教育委員会教育長の給与、勤務時間及びその他の勤務
条件に関する条例の一部を改正する条例の設定 
茨城県市町村総合事務組合規約の一部改正
茨城租税債権管理機構規約の改正
土地の取得
市道路線の認定
市道路線の廃止
平成１６年度下妻市一般会計補正予算（第７号）
平成１６年度下妻市国民健康保険特別会計補正予算（第２号）
平成１６年度下妻市老人保健特別会計補正予算（第３号）
平成１６年度下妻市介護保険特別会計補正予算（第３号）
平成１６年度下妻市下水道事業特別会計補正予算（第２号）
平成１６年度下妻市水道事業会計補正予算（第２号）
平成１７年度下妻市一般会計予算
平成１７年度下妻市国民健康保険特別会計予算
平成１７年度下妻市老人保健特別会計予算
平成１７年度下妻市介護保険特別会計予算
平成１７年度下妻市下水道事業特別会計予算
平成１７年度広域老人福祉センター砂沼荘特別会計予算
平成１７年度下妻市公共用地先行取得事業特別会計予算
平成１７年度下妻都市計画事業下妻東部第一土地区画整理事業
特別会計予算
平成１７年度下妻市水道事業会計予算
下妻市教育委員会委員の任命
下妻市及び結城郡千代川村の廃置分合
下妻市及び結城郡千代川村の廃置分合に伴う財産処分に関す
る協議
下妻市及び結城郡千代川村の廃置分合に伴う議会の議員の在
任に関する協議
下妻市及び結城郡千代川村の廃置分合に伴う農業委員会の選
挙による委員の任期に関する協議
下妻市選挙管理委員会委員及び補充員の選挙

議案第８号

議案第９号

議案第１０号

議案第１１号

議案第１２号
議案第１３号

議案第１４号
議案第１５号
議案第１６号
議案第１７号

議案第１８号
議案第１９号

議案第２０号
 
議案第２１号
議案第２２号
議案第２３号
議案第２４号
議案第２５号
議案第２６号
議案第２７号
議案第２８号
議案第２９号
議案第３０号
議案第３１号
議案第３２号
議案第３３号
議案第３４号
議案第３５号
議案第３６号
議案第３７号
議案第３８号
議案第３９号

議案第４０号
議案第４１号
議案第４２号
議案第４３号

議案第４４号

議案第４５号

選挙第１号
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原案可決地方財政の拡充を求める意見書意見書第１号

 

平
成　

年
１7

 
第
１
回 

定 

例 

会

　第１回定例会において、
次の方々が同意、当選され
ました。
��������
　　横瀬　正平 氏
　　　小島１０２０番地２
����������	

����
����������
　　吉原　鞜郎 氏
　　　　高道祖４５８１番地２
　　岩瀬　和子 氏
　　　　江１８０４番地
　　森田　隆雄 氏
　　　　神明１１８番地
　　齊藤　至是  氏
　　　　大宝５９２番地
　���
　　野口　　勇 氏
　　　　二本紀６３２番地１
　　鉄羅　正樹 氏
　　　　田町１丁目８３番地
　　稲葉　吉昭 氏
　　　　加養３４５２番地
　　塚越　賢次 氏
　　　　石の宮４６番地３
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平
成　

年
度

１７

　
　
　
　
　
　

の
わ
が
国
の
経

済
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の
改

善
に
よ
り
、
引
き
続
き
民
間
需

要
中
心
の
緩
や
か
な
回
復
を
続

け
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
一

方
で
、
今
後
の
原
油
価
格
の
動

向
や
世
界
経
済
の
動
向
等
が
わ

が
国
経
済
に
与
え
る
影
響
に
は
、

留
意
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
中
で
の

下
妻
市
の
平
成　

年
度
一
般
会

１７

計
予
算
は
、　

億
６
千
万
円
で
、

１０５

前
年
度
よ
り
７
億
３
千
万
円
、

６
・
５
％
の
減
と
な
っ
て
い
る

が
、
国
は　

年
度
に
地
方
交
付

１６

税
、
臨
時
財
政
対
策
債
を
財
政

　

国
の
政
治
が
、
改
革
と
称
し

て
国
民
と
地
方
に
痛
み
を
押
し

つ
け
て
き
て
い
る
。
市
町
村
合

併
の
押
し
つ
け
や
医
療
、
介
護
、

福
祉
、
年
金
、
教
育
な
ど
国
民

と
地
方
へ
の
負
担
増
な
ど
で
あ

る
。
国
政
の
国
民
生
活
い
じ
め

と
も
と
ら
れ
る
や
り
方
か
ら
住

民
の
生
活
を
守
る
た
め
に
、
下

妻
市
に
お
い
て
は
、
市
民
生
活

を
守
る
立
場
で
行
政
を
進
め
る

べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
、
当
予

　
　
　
　
　
　

算
は
指
定
ご
み

　
　
　
　
　
　

袋
代
金
の
３
倍

基
盤
が
脅
か
さ
れ
る
ほ
ど
の
削

減
を
し
て
き
た
。
今
年
度
は
昨

年
度
ほ
ど
の
削
減
は
な
い
が
、

引
き
続
き
大
き
な
減
額
と
な
っ

て
お
り
、
多
額
の
財
源
不
足
の

中
で
の
予
算
編
成
で
あ
る
。
歳

出
の
削
減
は
や
む
を
得
な
い
こ

と
で
、
減
額
予
算
は
避
け
ら
れ

な
い
と
思
わ
れ
る
。
厳
し
い
財

政
の
中
で
、
前
向
き
な
予
算
編

成
に
苦
慮
さ
れ
た
努
力
に
対
し
、

な
お
、
今
後
と
も
計
画
さ
れ
て

い
る
各
事
業
が
円
滑
に
進
め
ら

れ
、
更
な
る
市
民
福
祉
の
向
上

と
市
政
の
発
展
を
期
待
し
、
当

予
算
に
は
賛
成
で
あ
る
。

余
の
値
上
げ
、
高
齢
者
敬
老
祝

金
対
象
者
の
大
幅
減
、
パ
ー
ク

ゴ
ル
フ
場
利
用
の
高
齢
者
無
料

の
廃
止
、
犬
・
猫
避
妊
去
勢
手

術
補
助
金
の
廃
止
、
図
書
館
閲

覧
時
間
の
短
縮
、
市
職
員
給
与

の
３
％
削
減
な
ど
の
廃
止
、
縮

小
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
低
下
が

多
く
見
ら
れ
る
。
よ
っ
て
、
市

民
負
担
増
と
市
民
サ
ー
ビ
ス
低

下
を
多
大
に
盛
り
込
ま
れ
た
当

予
算
に
は
反
対
で
あ
る
。

歳出 

歳入 

8億4,513万円 4億1,633万5千円 
（3.9％） 

（6.4％） 

（8.0％） 

13億9,491万4千円 10億5,750万9千円 

14億9,919万3千円 10億4,815万円 12億2,341万5千円 14億5,220万9千円 

その他 民生費 総務費 衛生費 

8,461万円 
28億 

（13.8％） 

（9.9％） 

（13.2％） 

（10.0％） 

（11.6％） （14.2％） 
（27.3％） 

公債費 

6億7,410万円 

市　　税 
37億7,677万3千円 

地方交付税 
25億8,000万円 

 

市
　
　
債 

国
庫
支
出
金 

その他 
22億 
6,766万2千円 
（21.5％） （24.4％） （35.8％） 

繰

入

金

 

 

教
育
費

 

土
木
費
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割　合伸び率前　　年　　度本　　年　　度会　　計　　別

４６.５％△　６.５％１１２億９,０００万円　１０５億６,０００万円　一　　般　　会　　計

１７.３％３.５％３７億８,３００万円　３９億１,４００万円　国 民 健 康 保 険

１４.０％２.５％３１億３００万円　３１億８,１００万円　老　　人　　保　　健

８.０％１１.８％１６億３,０００万円　１８億２,２００万円　介　　護　　保　　険

２.５％△ ３９.９％９億４,０００万円　５億６,５００万円　下　 水　 道　 事　 業

０.１％△　７.５％２,３５７万円　２,１８０万円　砂　　　　沼　　　　荘

０.３％２８４.７％１,６４３万８千円　６,３２２万９千円　公 共 用 地 先 行 取 得

０.７％△　９.１％１億６,５００万円　１億５,０００万円　下妻東部第一土地区画整理事業

１０.６％５５.４％１５億４,９５５万１千円　２４億７８０万１千円　水　　道　　事　　業

１００.０％０.８％２２５億５５万９千円　２２６億８,４８３万円　合　　　　　　計

■ 一般会計予算の内訳 ■

賛
成
反
対
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盧
国
の
施
策
に
敏
感
に

　
　
　
　
　

即
応
す
べ
く
、
本
来
、
小

　
　
　
　
　

回
り
の
き
く
地
方
自
治
体

が
、
そ
の
対
処
や
対
応
に
手
を
こ
ま
ね

い
て
い
る
の
が
、
現
在
の
地
方
自
治
体

の
状
況
で
あ
る
。
国
が
本
気
に
な
っ
て

改
革
を
断
行
し
て
い
る
の
で
、
下
妻
市

も
そ
れ
以
上
に
本
気
に
な
っ
て
改
革
を

進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
が
、

下
妻
市
の
顔
で
あ
る
小
倉
市
長
が
自
ら

国
や
県
、
関
係
機
関
に
積
極
的
に
出
向

き
、
下
妻
市
の
持
っ
て
い
る
社
会
資
本

や
社
会
資
源
の
Ｐ
Ｒ
と
売
り
込
み
を
お

願
い
し
た
い
が
い
か
が
か
。
盪
平
成　
18

年
１
月
１
日
の
千
代
川
村
と
の
合
併
に

向
け
、
現
在
、
調
整
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
下
妻
市
近
隣
の
生
活
圏

の
近
い
地
域
で
結
成
さ
れ
て
い
る
下
妻

地
方
広
域
事
務
組
合
の
強
力
な
る
連
携

を
堅
持
し
、
あ
わ
せ
て
よ
り
積
極
的
な

運
営
と
将
来
を
見
据
え
た
展
開
が
大
切

か
と
思
わ
れ
る
。
下
妻
地
方
広
域
事
務

組
合
保
有
の
施
設
拡
張
と
整
備
、
遊
休

地
の
活
用
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。
蘯
関

東
鉄
道
㈱
と
沿
線
自
治
体
の
首
長
や
関

係
者
で
の
協
議
も
よ
り
活
発
に
な
る
も

の
と
思
わ
れ
る
が
、
利
用
者
で
あ
る
住

民
の
声
、
Ｊ
Ｒ
並
み
の
低
運
賃
の
実
現

を
大
に
し
て
お
願
い
し
た
い
。
ま
た
、

関
東
鉄
道
常
総
線
の
活
性
化
の
推
進
と

利
用
客
の
受
入
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て

伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
厳
し
い
財
政
状
況
で

　
　
　
　
　

あ
る
が
、
新
市
計
画
に
基

　
　
　
　
　

づ
い
た
各
種
施
策
を
国
、

県
の
財
政
支
援
を
有
効
に
活
用
し
、
合

併
し
て
よ
か
っ
た
と
市
民
の
皆
さ
ん
が

思
え
る
都
市
づ
く
り
を
進
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
ま
た
、
計

画
を
推
進
す
る
た
め
に
は
、
国
、
県
、

関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
は
も
と
よ
り
、

下
妻
市
と
関
係
の
あ
る
多
く
の
人
た
ち

と
連
携
し
、
あ
る
い
は
協
力
を
い
た
だ

い
て
い
く
こ
と
も
重
要
な
こ
と
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な

パ
イ
プ
を
利
用
し
、
議
員
の
皆
さ
ん
の

協
力
を
得
な
が
ら
、
各
種
施
策
の
推
進

の
た
め
関
係
機
関
等
へ
の
働
き
か
け
を

し
て
参
り
た
い
。
盪
ヘ
キ
サ
ホ
ー
ル
・

き
ぬ
の
東
側
に
隣
接
す
る
民
有
地
は
、

広
域
葬
斎
場
と
し
て
の
計
画
決
定
区
域

内
の
土
地
で
は
あ
る
が
、
当
該
施
設
は

下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
の
施
設
で
あ

り
、
通
夜
の
際
の
宿
泊
や
施
設
周
囲
に

お
け
る
マ
ウ
ン
ド
の
設
置
な
ど
地
元
下

栗
地
区
と
の
建
設
の
際
に
結
ば
れ
た
協

定
も
あ
る
の
で
、
土
地
の
利
用
に
関
し

て
は
、
構
成
市
町
村
で
の
決
定
と
地
元

の
協
議
が
必
要
と
な
る
。
広
域
事
務
組

合
で
の
検
討
課
題
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

た
い
。
ま
た
、
下
水
道
施
設
の
東
側
に

隣
接
す
る
公
有
地
は
、
関
係
市
町
村
と

も
財
政
的
に
厳
し
い
状
況
に
よ
り
、
第

２
期
工
事
等
を
休
止
し
て
お
り
、
残
地

を
県
の
残
土
の
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
と
し

て
利
用
し
、
整
備
費
用
や
管
理
費
用
の

軽
減
を
図
っ
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
広

域
事
務
組
合
周
辺
の
公
有
地
の
活
用
は
、

広
域
事
務
組
合
を
組
織
し
て
い
る
関
係

��

�
��

�
���
�
	

　

子
供
達
に
夢
の
あ
る
未
来
を
！

　

１　

夢
の
あ
る
新
市
づ
く
り
に
む
け

　
　
　

て

��

�
��
�

��

�
�

　

１　

千
代
川
村
と
の
合
併
に
つ
い
て

　

２　

高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
を
め

　
　
　

ざ
し
て

　

３　

農
業
委
員
に
女
性
の
登
用
を

��

�
��

�
��

�
	

　

１　

児
童
福
祉
法
等
に
違
反
す
る
広

　
　
　

告
物
を
な
く
す
た
め
に

　

２　

高
道
祖
東
原
地
区
の
産
廃
問
題

　
　
　

に
つ
い
て

��

�
��

�
��

�
	

　

１　

地
域
社
会
の
活
性
化
に
つ
い
て

　
　
　

ど
の
よ
う
な
プ
ラ
ン
が
あ
り
ま

　
　
　

す
か

　

２　

常
総
線
に
Ｓ
Ｌ
を
走
ら
せ
起
爆

　
　
　

剤
に

　

３　

工
場
誘
致
の
対
策
と
し
て
政
策

　
　
　

は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
か

　

４　

砂
沼
の
水
質
改
善
に
つ
い
て
本

　
　
　

腰
を

��

�
��
�

���
�
�

　

１　

水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
に
つ

　
　
　

い
て

��

�
��
�

��

�
�　

　

１　

「
ま
ち
づ
く
り
の
指
針
は
何
か
」

　
　
　

に
つ
い
て

　

２　

「
学
校
は
安
全
か
」
に
つ
い
て

　

３　

「
二
本
紀
の
要
望
」
に
つ
い
て

��

�
��

�
��

�
	

　

１　

車
社
会
に
お
け
る
道
路
網
の
整

　
　
　

備
に
つ
い
て

　

２　

個
人
情
報
保
護
法
の
施
行
に
伴

　
　
　

う
、
市
当
局
の
対
応
に
つ
い
て

　

３　

「
人
・
地
域
の
交
流
と
経
済
の

　
　
　

活
性
化
を
も
た
ら
す
観
光
の
振

　
　
　

興
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

　
　
　

つ
い
て

��

�
��

�
��

�
	

　

１　

災
害
に
備
え
自
家
井
戸
の
水
質

　
　
　

調
査
に
つ
い
て

　

２　

工
業
団
地
の
企
業
誘
致
と
扱
い

　
　
　

に
つ
い
て

��������������������������������������������������������������������������������������������
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�
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今
期
定
例
会
で
は
、
８
名
の
議
員 

か
ら
市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質 

問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

　
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

一
般
質
問
者
の

氏
名
・
項
目
は

 
次
の
と
お
り
で
す 
。

　
　
　
　
　
　
　
（
通
告
順
）

有効利用が望まれる遊休地
（クリーンポート・きぬ 周辺）

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�

　
　
　
　
  
増
田
省
吾 
議
員



市
町
村
と
協
議
し
、
具
体
的
な
計
画
及

び
工
事
等
が
行
わ
れ
る
ま
で
の
期
間
、

で
き
る
だ
け
維
持
管
理
費
が
か
か
ら
な

い
よ
う
な
方
法
で
の
有
効
利
用
を
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
蘯
関
東

鉄
道
㈱
で
は
、
今
年
の
夏
開
業
予
定
の

つ
く
ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス
に
あ
わ
せ
て
近

代
化
事
業
を
計
画
し
、
そ
の
一
環
と
し

て
昨
年　

月
か
ら
騰
波
ノ
江
駅
や
大
宝

１０

駅
に
利
用
者
用
の
無
料
駐
車
場
を
整
備

し
た
。
今
後
も
通
勤
・
通
学
客
を
含
む

利
用
者
の
利
便
を
図
る
た
め
に
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、

市
と
し
て
も
利
用
促
進
の
た
め
協
力
し

て
い
く
と
の
方
針
を
固
め
て
い
る
。
ま

た
、
料
金
に
つ
い
て
は
、
根
本
的
な
料

金
体
系
の
改
定
は
予
定
し
て
い
な
い
と

聞
き
及
ん
で
い
る
。
沿
線
自
治
体
で
構

成
し
て
い
る
常
総
地
域
振
興
促
進
期
成

同
盟
会
や
常
総
線
利
用
者
支
援
協
議
会

に
お
い
て
も
再
生
計
画
や
支
援
策
を
検

討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
の
で
、
あ

わ
せ
て
料
金
等
の
対
応
に
つ
い
て
も
検

討
課
題
と
し
て
提
案
し
て
参
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　

２
月
に
各
家
庭
に
配
布

　
　
　
　
　

さ
れ
た
下
妻
市
・
千
代
川

　
　
　
　
　

村
と
の
合
併
協
議
会
だ
よ

り
の
創
刊
号
の
表
紙
に
は
、
基
本
４
項

目
が
決
定
さ
れ
た
と
の
見
出
し
で
、
合

�������

��������	
�

併
の
期
日
、
平
成　

年
１
月
１
日
。
新

18

庁
舎
は
合
併
後
３
年
以
内
に
着
工
（
下

妻
地
方
広
域
事
務
組
合
所
有
地
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
パ
ー
ク
・
き
ぬ
周
辺
）
、
な
お
、

新
庁
舎
建
設
ま
で
の
間
は
、
現
在
の
下

妻
市
役
所
の
位
置
と
す
る
な
ど
が
記
さ

れ
て
い
る
。
市
役
所
を
現
在
の
下
妻
市

民
の
９
割
方
が
遠
く
な
る
と
こ
ろ
に
つ

く
る
こ
と
、
ま
た
、
合
併
特
例
債
を
使

っ
て
新
庁
舎
を
建
設
す
る
こ
と
や
、
新

庁
舎
と
国
道　

号
を
つ
な
ぐ
ア
ク
セ
ス

294

道
路
建
設
に
つ
い
て
新
た
な
膨
大
な
借

金
が
つ
く
ら
れ
る
こ
と
に
、
市
民
か
ら

不
安
と
不
満
の
声
が
あ
が
っ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
盧
千
代
川
村
と
の
合
併
の
是

非
や
新
庁
舎
の
位
置
、
新
庁
舎
建
設
の

是
非
な
ど
を
市
民
に
問
う
、
少
な
く
と

も
全
有
権
者
を
対
象
と
し
た
住
民
投
票

ま
た
は
市
民
意
識
調
査
を
し
て
最
終
結

論
を
出
す
べ
き
、
こ
れ
が
市
民
本
位
の

民
主
市
政
と
考
え
る
が
、
市
長
の
見
解

を
伺
い
た
い
。
盪
地
方
自
治
法
第
４
条

で
は
、
第
１
項　

地
方
公
共
団
体
は
、

そ
の
事
務
所
の
位
置
を
定
め
又
は
こ
れ

ら
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
条

例
で
こ
れ
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

し
い
色
の
デ
リ
バ
リ
ー
へ
ル
ス
ビ
ラ
が

張
ら
れ
て
い
る
。
子
供
達
は
こ
の
よ
う

な
良
く
な
い
情
報
を
浴
び
つ
づ
け
て
お

り
、
児
童
福
祉
法
や
売
春
禁
止
法
、
ま

た
、
屋
外
広
告
物
条
例
に
も
違
反
す
る

も
の
で
は
な
い
か
。
何
よ
り
も
心
配
な

の
は
犯
罪
の
温
床
と
な
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
盧
違
反
広
告
物
が
ど
の
地
域

に
多
い
か
把
握
し
、
ま
た
、
こ
の
よ
う

な
通
学
路
を
通
っ
て
、
毎
日
学
校
に
行

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
子
供
達
に
対
し

て
、
行
政
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る

の
か
伺
い
た
い
。
盪
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
に
ご
み
袋
を
提
供
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
な
く

行
政
と
し
て
も
っ
と
積
極
的
に
対
応
し
、

県
や
隣
接
し
て
い
る
つ
く
ば
市
、
周
辺

自
治
体
な
ど
と
も
情
報
交
換
を
し
合
い
、

連
携
行
動
で
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
る

が
い
か
が
か
。

　
　
　
　
　
　

盧
違
反
広
告
物
に
つ
い

　
　
　
　
　

て
は
、
こ
れ
ま
で
の
除
却

　
　
　
　
　

実
績
を
見
る
と
国
道　

号
１２５

第
２
項　

前
項
の
事
務
所
の
位
置
を
定

め
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
に
当
た
っ
て

は
、
住
民
の
利
用
に
最
も
便
利
で
あ
る

よ
う
に
、
交
通
の
事
情
、
他
の
官
公
署

と
の
関
係
等
に
つ
い
て
適
当
な
考
慮
を

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
３
項　

第
１
項
の
条
例
を
制
定
し
又
は
こ
れ
を

改
廃
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
当
該
地

方
公
共
団
体
の
議
会
に
お
い
て
出
席
議

員
の
３
分
の
２
以
上
の
者
の
同
意
が
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て
い
る
。
新
庁

舎
は
、
合
併
後
３
年
以
内
に
フ
ィ
ッ
ト

ネ
ス
パ
ー
ク
・
き
ぬ
周
辺
に
建
設
着
工

す
る
と
い
う
基
本
項
目
の
一
つ
に
決
定

し
て
い
る
が
、
地
方
自
治
法
第
４
条
に

反
す
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
か
伺
い
た

い
。

　
　
　
　
　
　

盧
合
併
に
関
し
て
は
、

　
　
　
　
　

市
民
の
多
く
か
ら
歓
迎
の

　
　
　
　
　

言
葉
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、

新
庁
舎
の
位
置
の
決
定
で
合
併
に
反
対

と
い
う
意
見
は
寄
せ
ら
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
合
併
に
係
る
住
民
投
票
に
つ
い

て
は
、
平
成　

年
度
に
実
施
し
た
合
併

１５

に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、

約
７
割
の
方
が
賛
成
し
て
お
り
、
合
併

す
る
相
手
方
と
し
て
約
８
割
の
方
が
千

代
川
村
を
選
ん
で
い
る
。
合
併
協
定
項

目
に
つ
い
て
も
、
市
民
の
代
表
の
方
や

議
員
の
代
表
の
方
が
委
員
と
な
っ
て
い

る
合
併
協
議
会
に
お
い
て
協
議
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
早
速

市
報
３
月
号
で
お
知
ら
せ
し
た
。
従
っ

て
、
こ
れ
ま
で
申
し
上
げ
て
き
た
と
お

り
、
住
民
投
票
の
実
施
に
つ
い
て
は
考

え
て
い
な
い
の
で
、
理
解
を
お
願
い
し

た
い
。
盪
新
市
庁
舎
の
建
設
位
置
に
つ

い
て
は
、
合
併
後
３
年
以
内
に
着
工
す

る
も
の
と
し
、
下
妻
地
方
広
域
事
務
組

合
所
有
地
周
辺
と
す
る
。
な
お
、
新
庁

舎
建
設
ま
で
の
間
、
新
市
の
事
務
所
の

位
置
は
、
下
妻
市
大
字
本
城
町
２
丁
目

　

番
地
の
下
妻
市
役
所
と
す
る
と
さ
れ

２２て
い
る
。
地
方
自
治
法
第
４
条
の
条
文

の
中
で
は
、
事
務
所
の
位
置
を
定
め
又

は
こ
れ
を
変
更
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
に
最
も
便
利
で

あ
る
よ
う
に
交
通
の
事
情
、
他
の
官
公

署
と
の
関
係
等
に
つ
い
て
、
適
当
な
考

慮
を
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ

て
い
る
が
、
条
文
の
規
定
は
、
適
当
な

考
慮
と
い
う
表
現
で
表
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
絶
対
的
な
要
件
に
は
当
た
ら
な

い
も
の
で
、
地
方
自
治
法
に
違
反
す
る

も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。
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高
道
祖
地
区
で
は
、
通

　
　
　
　
　

学
路
と
し
て
子
供
達
が
毎

　
　
　
　
　

日
通
っ
て
い
る
道
路
（
東

原
は
か
り
団
地
か
ら
桜
塚
地
内
を
通
っ

て
高
道
祖
小
学
校
に
通
じ
る
県
道
沼
田

・
下
妻
線
、
柏
山
団
地
か
ら
高
道
祖
小

学
校
に
通
じ
る
県
道
赤
浜
・
谷
田
部
線

の
一
部
の
区
間
）
の
電
柱
や
道
路
標
識

な
ど
に
電
話
番
号
を
書
い
た
け
ば
け
ば

違反広告物除去作業の様子

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
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笠
島
道
子 
議
員
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平
井　

誠 
議
員
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誘
致
活
動
が
な
さ
れ
て
き
た
の
か
。
ま

た
、
県
で
も
進
出
企
業
に
補
助
金
制
度

を
創
設
す
る
動
き
が
あ
る
。
県
の
こ
う

し
た
制
度
の
利
用
や
市
と
し
て
独
自
の

保
護
制
度
な
ど
検
討
す
る
考
え
が
あ
る

の
か
伺
い
た
い
。
盪
地
元
出
身
で
、
企

業
の
ト
ッ
プ
で
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
方

な
ど
に
、
企
業
の
事
業
拡
大
の
情
報
を

い
ち
早
く
キ
ャ
ッ
チ
す
る
情
報
ネ
ッ
ト

と
し
て
、
協
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
も

　
　
　
　
　
　

盧
企
業
誘
致
は
、
市
の

　
　
　
　
　

経
済
基
盤
を
足
腰
の
強
い

　
　
　
　
　

も
の
に
す
る
上
で
、
積
極

的
に
誘
致
活
動
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

が
、
こ
れ
ま
で
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な

沿
い
や
高
道
祖
地
区
が
多
く
、
高
道
祖

地
区
に
お
い
て
は
、
特
に
風
俗
業
の
張

り
紙
が
、
県
道
赤
浜
・
谷
田
部
線
、
沼

田
・
下
妻
線
沿
い
に
多
く
表
示
さ
れ
て

い
る
こ
と
を
認
識
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
れ
ら
張
り
紙
が
多
く
見
ら
れ
る
道
路

は
、
通
学
道
路
に
も
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
大
変
憂
慮
し
て
い
る
。
市
で
は
、

こ
の
よ
う
な
違
反
広
告
物
に
対
し
て
、

平
成　

年
度
か
ら
警
察
の
協
力
を
得
な

１２

が
ら
国
県
道
や
主
要
市
道
の
沿
線
、
総

延
長　

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
年
４
回
程
度
、

４７

定
期
的
に
除
却
作
業
し
て
い
る
。
ま
た
、

こ
の
ほ
か
に
も
毎
年
７
月
に
青
少
年
の

環
境
浄
化
整
備
一
斉
運
動
と
し
て
、
青

少
年
を
育
て
る
下
妻
市
民
の
会
、
下
妻

市
青
少
年
相
談
員
連
絡
会
、
下
妻
警
察

署
、
Ｎ
Ｔ
Ｔ
、
東
京
電
力
の
協
力
を
得

て
、
有
害
な
違
法
な
立
看
板
や
張
り
紙

の
除
却
等
を
実
施
し
て
い
る
。
盪
違
反

広
告
物
は
年
々
少
な
く
な
っ
て
は
い
る

が
、
道
路
沿
線
の
至
る
と
こ
ろ
に
設
置

さ
れ
、
除
却
し
て
も
す
ぐ
に
張
ら
れ
て

し
ま
う
状
況
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状

�������������

�������

�

必
要
で
は
な
い
か
。
既
に
や
っ
て
い
る

部
分
も
あ
る
と
思
う
が
、
具
体
的
に
お

聞
か
せ
願
い
た
い
。
蘯
工
業
団
地
へ
の

ア
ク
セ
ス
道
路
で
も
あ
る
南
原
・
平
川

戸
線
は
、
大
木
・
平
川
戸
間
が
未
着
工

の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
線
は
工

業
団
地
へ
の
接
続
道
路
と
い
う
目
的
も

あ
る
が
、
下
妻
都
市
計
画
上
も
国
道　
294

号
、　

号
、
砂
沼
・
西
大
通
り
線
を
結

125

ん
だ
市
の
外
環
道
路
と
し
て
、
住
宅
、

商
圏
地
域
を
形
成
す
る
上
で
も
早
急
に

着
工
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、

完
成
す
る
見
込
み
が
立
て
ば
、
不
動
産

関
係
の
動
き
も
活
発
化
し
て
く
る
呼
び

水
に
な
る
と
思
う
が
、
県
土
木
事
務
所

へ
の
陳
情
な
ど
は
積
極
的
に
行
っ
て
い

る
の
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
現
在
、
分
譲
中
の
工

　
　
　
　
　

業
団
地
は
、
下
妻
市
開
発

　
　
　
　
　

公
社
の
造
成
し
た
ニ
ュ
ー

つ
く
ば
下
妻
工
業
団
地
及
び
茨
城
県
開

発
公
社
が
造
成
し
た
つ
く
ば
下
妻
第
二

工
業
団
地
の
２
つ
が
あ
る
。
分
譲
状
況

は
、
ニ
ュ
ー
つ
く
ば
下
妻
工
業
団
地
は

　

区
画
中
８
区
画
が
分
譲
済
み
で
あ
り
、

１１つ
く
ば
下
妻
第
二
工
業
団
地
に
つ
い
て

は
、
全
面
積　

・
４
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
す

１７

べ
て
が
未
分
譲
と
な
っ
て
い
る
。
工
業

団
地
に
対
す
る
企
業
誘
致
は
市
民
の
雇

用
機
会
の
確
保
、
経
済
の
活
性
化
、
市

財
政
基
盤
の
安
定
等
の
上
か
ら
重
要
な

施
策
で
あ
る
の
で
、
市
と
し
て
は
、
県
、

茨
城
県
開
発
公
社
及
び
茨
城
県
工
業
団

地
立
地
推
進
協
議
会
等
の
関
係
機
関
と

連
携
を
取
り
な
が
ら
、
企
業
誘
致
に
努

め
て
い
る
。
ま
た
、
企
業
誘
致
関
連
の

制
度
と
し
て
は
、
市
は
固
定
資
産
税
の

課
税
免
除
、
県
に
お
い
て
は
不
動
産
取

得
税
、
法
人
事
業
税
の
免
除
制
度
が
あ

る
。
盪
企
業
誘
致
に
お
け
る
人
脈
等
の

活
用
も
有
力
な
手
法
で
あ
る
と
考
え
る
。

下
妻
市
ま
た
は
市
内
の
教
育
機
関
出
身

で
、
経
済
界
で
活
躍
し
て
い
る
人
物
、

あ
る
い
は
企
業
情
報
に
明
る
い
人
材
は

数
多
い
と
思
わ
れ
る
の
で
、
今
後
も
そ

う
し
た
方
々
の
支
援
、
協
力
を
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
蘯
つ
く
ば
下

妻
第
二
工
業
団
地
内
を
横
断
す
る
南
原

・
平
川
戸
線
に
つ
い
て
は
、
県
道
山
王

・
下
妻
線
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
国
道　
２９４

号
に
接
続
す
る
重
要
な
道
路
で
、
市
の

産
業
系
の
道
路
と
し
て
位
置
づ
け
を
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
道
路
の
開
通

は
工
業
団
地
の
誘
致
に
向
け
て
非
常
に

有
利
な
条
件
と
な
る
の
で
、
県
に
強
く

働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
国

道　

号
か
ら
県
道
谷
和
原
・
下
館
線
ま

２９４

で
は
、
盛
土
工
事
に
着
手
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
も
早
期
完

成
に
向
け
、
県
に
強
く
働
き
か
け
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
理
解
を

お
願
い
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

盧
産
地
づ
く
り
対
策
の

　
　
　
　
　

助
成
金
に
つ
い
て
は
、
昨

　
　
　
　
　

年
よ
り
１
割
削
減
で
金
額

的
に
は
少
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
稲

作
農
家
の
心
情
と
し
て
は
、
削
減
さ
れ

た
こ
と
に
よ
り
将
来
に
希
望
を
も
て
な

い
失
望
の
対
策
で
あ
る
と
思
う
。
米
価

が
安
定
し
、
各
助
成
金
が
少
し
で
も
増

え
る
こ
と
に
よ
り
、
稲
作
農
家
の
収
入

が
上
が
り
、
生
活
向
上
を
図
る
こ
と
に

よ
り
、
地
域
内
の
景
気
対
策
に
も
つ
な

が
る
の
で
は
な
い
か
。
市
の
財
政
は
厳

し
い
状
況
で
あ
り
、
歳
出
は
極
力
削
減

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
は
承
知
し
て

い
る
が
、
一
律
削
減
す
る
こ
と
よ
り
、

め
り
張
り
あ
る
配
分
が
不
可
欠
と
思
う
。

そ
こ
で
今
年
の
産
地
づ
く
り
対
策
の
市

の
助
成
金
に
つ
い
て
見
解
を
伺
い
た
い
。

盪
水
田
農
業
構
造
改
革
対
策
の
中
の
加

工
米
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
、
生
産
調

整
不
足
分
に
つ
い
て
は
、
転
作
面
積
の

貸
借
で
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
こ
と
で

あ
る
が
、
申
告
書
回
収
後
集
計
を
行
っ

た
結
果
、
希
望
面
積
ま
で
貸
借
で
き
な

か
っ
た
場
合
の
み
加
工
米
等
で
実
施
し
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�
�
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粟
野
英
武 
議
員

つ く ば 下 妻 第 二 工 業 団 地

況
の
中
で
行
政
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と

の
限
界
も
あ
り
、
県
で
は
平
成　

年
６

１５

月
に
地
域
の
住
民
が
自
主
的
に
違
反
広

告
物
を
除
却
で
き
る
よ
う
、
茨
城
県
ま

ち
の
違
反
広
告
物
追
放
推
進
制
度
を
定

め
た
。
こ
の
制
度
は
違
法
に
表
示
さ
れ

た
捨
て
看
板
等
に
対
し
て
、
市
が
行
っ

て
い
る
簡
易
除
却
の
権
限
を
、
一
定
の

団
体
で
あ
る
住
民
等
に
委
嘱
し
、
除
却

活
動
を
行
っ
て
い
た
だ
く
も
の
で
、
市

内
で
は
長
塚
地
区
の
一
団
体
が
認
定
を

受
け
活
動
を
行
っ
て
お
り
、
２
月
末
に

は
高
道
祖
地
区
の
一
団
体
が
認
定
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
他
市
町
村

の
違
反
広
告
物
を
除
却
す
る
場
合
に
は
、

市
町
村
ご
と
に
委
嘱
さ
れ
る
必
要
が
あ

り
、
つ
く
ば
市
に
も
認
定
申
請
を
し
て

認
定
を
受
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
、
申

請
手
続
き
に
つ
い
て
は
協
力
し
て
参
り

た
い
。
今
後
さ
ら
に
、
こ
の
制
度
を
Ｐ

Ｒ
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
募
り
、

市
民
と
一
緒
に
美
し
く
安
全
で
青
少
年

に
も
良
好
な
ま
ち
を
形
成
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。
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原
部　

司 
議
員
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て
ほ
し
い
と
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
れ
は
作
付
面
積
が
多
く
な

り
、
そ
れ
に
準
じ
て
貸
借
の
借
り
入
れ

面
積
が
多
く
な
っ
た
場
合
に
、
受
付
や

事
務
的
に
も
円
滑
に
い
く
の
か
、
ま
た
、

貸
借
で
消
化
で
き
な
か
っ
た
場
合
の
中

で
、
不
足
面
積
が
多
い
農
家
が
、
加
工

米
で
す
べ
て
対
応
し
て
も
ら
え
る
の
か

も
疑
問
が
残
る
。
そ
し
て
最
終
的
に
は

不
足
面
積
超
過
分
、
加
工
米
で
確
実
に

対
応
し
な
け
れ
ば
生
産
調
整
も
市
全
体

で
未
達
と
い
う
こ
と
も
考
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
思
う
が
見
解
を
伺
い
た
い
。

蘯
下
妻
市
水
田
農
業
推
進
協
議
会
委
員

に
は
個
人
担
い
手
農
家
の
方
が
入
っ
て

い
な
い
。
土
地
利
用
集
積
型
を
考
え
て

い
る
個
人
担
い
手
農
家
な
ど
も
、
委
員

に
加
え
て
生
産
者
の
生
の
声
を
反
映
し

て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
活
発
な
意
見

交
換
を
し
て
、
そ
の
年
の
生
産
調
整
の

仕
組
み
や
内
容
に
つ
い
て
議
論
し
、
稲

作
農
家
の
立
場
に
立
っ
た
思
い
や
り
の

あ
る
農
業
情
勢
を
生
み
出
し
て
ほ
し
い

と
思
う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。

�������

��������	
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盧
生
産
調
整
を
実
施
し

　
　
　
　
　

た
場
合
の
助
成
金
に
つ
い

　
　
　
　
　

て
は
、
国
の
産
地
づ
く
り

交
付
金
と
市
単
独
の
助
成
金
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
実
情
に
合
わ
せ
て
助
成
さ
れ

る
。
国
の
交
付
金
に
つ
い
て
は
、　

、
１６

　

、　

年
度
の
３
ヵ
年
同
額
が
交
付
さ

１７

１８

れ
る
。
平
成　

年
度
の
市
の
助
成
金
に

１７

つ
い
て
は
、
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
、
土
地
利
用
集
積
が
あ
っ
た
等
で
実

施
し
た
場
合
、　

ア
ー
ル
当
た
り
９
千

１０

円
、
４
年
以
上
の
保
全
管
理
や
永
年
性

作
物
等
定
着
分
に
つ
い
て
は
、
４
千　
５００

円
の
助
成
で
考
え
て
い
る
。
昨
年
よ
り

１
割
減
と
な
る
が
、
産
地
づ
く
り
を
軌

道
に
乗
せ
る
た
め
、
引
き
続
き
市
の
助

成
を
実
施
し
て
い
く
計
画
で
あ
る
の
で
、

理
解
を
い
た
だ
き
た
い
。
盪
平
成　

年
１７

度
の
生
産
調
整
に
当
た
っ
て
は
、
高
道

祖
ブ
ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
、
大
宝

地
区
ほ
場
整
備
事
業
、
木
田
川
地
区
ブ

ロ
ッ
ク
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
お
い
て
、

減
反
の
余
り
面
積
が
発
生
す
る
の
で
、

貸
借
で
実
施
す
る
計
画
で
各
集
落
説
明

会
で
は
お
願
い
し
て
い
る
。
し
た
が
っ

て
、
当
初
の
申
告
で
は
加
工
米
で
の
生

産
調
整
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
な
い

予
定
で
あ
る
。
現
在
、
生
産
調
整
の
申

告
書
が
提
出
さ
れ
て
お
り
、
ま
だ
集
計

の
段
階
で
あ
る
の
で
、
希
望
者
全
員
に

　

％
貸
し
付
け
で
き
る
か
ど
う
か
は
、

１００現
在
の
と
こ
ろ
未
定
で
あ
る
が
、
不
足

分
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い
て
、
こ
れ

ま
で
生
産
調
整
を
実
施
し
て
も
ら
え
る

方
に
つ
い
て
は
、
加
工
米
の
出
荷
に
つ

い
て
も
協
力
し
て
も
ら
え
る
も
の
と
思

っ
て
い
る
。
な
お
、
平
成　

年
度
の
加

１６

工
米
の
実
績
は
な
か
っ
た
。
蘯
協
議
会

は
現
在　

名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い

３３

る
。
来
年
度
に
は
千
代
川
村
と
の
合
併

を
控
え
て
い
る
の
で
、
委
員
の
構
成
に

つ
い
て
は
、
合
併
に
つ
い
て
の
事
務
調

整
の
中
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　

二
本
紀
地
区
の
要
望
に

　
　
　
　
　

つ
い
て
は
、
下
妻
地
方
広

　
　
　
　
　

域
事
務
組
合
施
設
建
設
に

当
た
り
、
下
妻
市
長
を
は
じ
め
下
妻
地

方
広
域
事
務
組
合
の
５
市
町
村
長
と
二

本
紀
環
境
整
備
協
議
会
が
協
定
書
に
署

名
、
捺
印
を
し
て
、
平
成
５
年　

月　
１０

２５

日
に
協
定
書
の
締
結
を
し
た
わ
け
で
あ

る
。
こ
の
協
定
書
は
非
常
に
重
く
、
尊

重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、

二
本
紀
地
区
の
事
業
化
は
、
い
か
な
る

事
業
が
あ
ろ
う
と
も
最
優
先
事
業
と
し

て
取
り
組
む
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
協

定
事
項
に
「
平
成　

年
度
ま
で
に
完
了

１０

す
る
こ
と
」
「
特
に
農
業
施
設
の
整
備

は
重
要
事
項
と
な
る
の
で
、
期
限
内
に

工
事
が
進
行
し
な
い
と
き
に
は
、
二
本

紀
環
境
整
備
協
議
会
は
、
水
処
理
施
設
、

ご
み
処
理
施
設
の
工
事
差
し
止
め
を
で

き
る
よ
う
協
定
書
に
明
記
す
る
こ
と
」

と
あ
る
が
、
こ
の
２
点
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
伺
い
た
い
。
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平
成
５
年
度
に
き
ぬ
ア

　
　
　
　
　

ク
ア
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び

　
　
　
　
　

広
域
ご
み
処
理
施
設
並
び

に
広
域
葬
斎
場
の
建
設
に
当
た
り
、
二

本
紀
環
境
整
備
協
議
会
と
５
市
町
村
と

で
協
定
書
を
締
結
し
て
い
る
。
そ
の
中

で
環
境
整
備
に
関
す
る
事
項
に
つ
い
て

記
載
さ
れ
て
お
り
、
広
域
事
務
組
合
及

び
下
妻
市
に
お
い
て
は
、
協
定
事
項
の

内
容
に
つ
い
て
計
画
的
に
実
施
す
る
た

め
、
誠
心
誠
意
努
力
す
る
こ
と
と
さ
れ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
地
元
の
要
望
に
対

し
て
は
、
積
極
的
に
対
応
し
て
き
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
財
政
状
況
等
に

よ
り
、
一
部
に
お
い
て
未
実
施
の
部
分

も
あ
る
が
、
環
境
整
備
の
進
捗
状
況
や

今
後
の
計
画
等
に
つ
い
て
、
毎
年
地
元

二
本
紀
地
区
環
境
整
備
の
役
員
と
、
助

役
を
は
じ
め
関
係
各
部
課
長
が
同
席
し
、

打
ち
合
わ
せ
を
行
っ
て
お
り
、
地
元
の

方
々
の
協
力
を
得
な
が
ら
推
進
し
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　

現
在
、
国
に
お
い
て
は

　
　
　
　
　

観
光
立
国
日
本
と
し
て
、

　
　
　
　
　

世
界
か
ら
日
本
に
観
光
旅

行
に
き
て
も
ら
う
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
い
る
。
観
光
と
は
そ
の
地
域
の
光
を

見
る
、
つ
ま
り
そ
の
地
域
に
し
か
な
い

風
景
や
文
化
、
風
俗
、
習
慣
、
温
泉
、

料
理
、
人
情
、
気
配
り
あ
る
サ
ー
ビ
ス

等
々
、
そ
の
国
そ
の
地
域
で
ぴ
か
り
と

光
る
数
々
の
光
を
見
出
す
こ
と
が
観
光

で
あ
ろ
う
か
と
思
う
。
下
妻
市
に
お
い

て
は
、
道
の
駅
し
も
つ
ま
や
ビ
ア
ス
パ

ー
ク
し
も
つ
ま
な
ど
市
と
地
域
の
交
流

が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
が
８
月　

日
に
開
業
さ
れ
、
常

２４

総
線
も
快
速
が
朝
夕
３
本
ず
つ
走
る
こ

と
で
、
下
妻
か
ら
秋
葉
原
ま
で　

分
と

７０

通
勤
通
学
可
能
な
地
域
と
な
る
。
ま
た
、

高
速
バ
ス
も
下
妻
か
ら
古
河
経
由
で
東

京
八
重
洲
口
、
ま
た
東
京
デ
ィ
ズ
ニ
ー

ラ
ン
ド
ま
で
い
く
よ
う
に
な
り
、
ま
す

ま
す
人
と
の
交
流
が
活
性
化
す
る
と
思

う
。
こ
こ
で
東
京
に
出
て
行
く
こ
と
ば

か
り
で
な
く
、
首
都
圏
か
ら
下
妻
に
き

て
も
ら
う
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
今
後
、

下
妻
市
に
お
い
て
、
千
代
川
村
と
の
合

併
と
と
も
に
、
都
市
と
農
村
の
さ
ら
な

��������������������������������������������������������������������������������������������
��������������������������������������������������������������������������������������������
�
�

要望の早期実現が求められている二本紀地区
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中
山
勝
美 
議
員
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飯
塚　
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議
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�

る
交
流
、
経
済
の
活
性
化
を
も
た
ら
す

観
光
の
振
興
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
す
べ
き
で
あ
る
と
思
う
が
、
見
解

を
伺
い
た
い
。
ま
た
、
ビ
ア
ス
パ
ー
ク

し
も
つ
ま
に
お
い
て
、
都
会
の
子
供
達

に
宿
泊
、
農
業
体
験
な
ど
を
行
な
う
企

画
を
し
、
下
妻
市
に
子
供
の
こ
ろ
か
ら

来
て
も
う
こ
と
を
考
え
て
は
ど
う
か
と

思
う
が
、
見
解
を
伺
い
た
い
。　
　
　

　
　
　
　
　
　

８
月　

日
に
つ
く
ば
エ

２４

　
　
　
　
　

ク
ス
プ
レ
ス
が
開
業
し
、

　
　
　
　
　

地
理
的
に
も
時
間
的
に
も

首
都
圏
か
ら
近
く
な
る
の
で
、
こ
の
好

条
件
を
積
極
的
に
利
用
し
、
つ
く
ば
エ

ク
ス
プ
レ
ス
沿
線
に
対
す
る
観
光
宣
伝

を
強
化
す
る
こ
と
で
、
観
光
客
の
増
と

観
光
振
興
に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

観
光
と
経
済
の
関
係
は
、
市
で
は
こ
こ

数
年
訪
れ
る
観
光
客
が
横
ば
い
傾
向
に

あ
る
の
で
、
今
後
は
名
所
旧
跡
や
温
泉

と
い
っ
た
従
来
の
観
光
資
源
の
活
用
を

図
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
ス
ポ
ー
ツ
や

歴
史
、
釣
り
、
農
産
物
、
観
光
物
産
な

ど
の
組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
点
か
ら
線
、

線
か
ら
面
と
展
開
で
き
る
よ
う
、
総
合

的
に
と
ら
え
る
中
で
の
経
済
的
効
果
、

さ
ら
に
は
昨
年
大
好
評
と
な
っ
た
下
妻

物
語
の
と
き
の
よ
う
に
、
映
画
や
テ
レ

ビ
の
ロ
ケ
に
も
協
力
し
、
下
妻
市
の
一

層
の
知
名
度
ア
ッ
プ
と
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ

プ
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
を
利

用
し
た
都
市
と
農
村
の
交
流
に
つ
い
て
、

現
在
の
状
況
と
今
後
の
方
向
は
、
交
流

事
業
の
一
つ
で
あ
る
農
業
体
験
に
つ
い

て
、　

年
度
は
イ
チ
ゴ
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、

１６

サ
ツ
マ
イ
モ
、
ト
マ
ト
に
つ
い
て
実
施

し
て
い
る
。
特
に
イ
チ
ゴ
の
収
穫
体
験

に
つ
い
て
は
、
大
変
好
評
と
の
こ
と
で

あ
り
、
㈱
ふ
れ
あ
い
下
妻
で
は
、
た
く

さ
ん
の
体
験
希
望
者
の
要
望
に
こ
た
え

ら
れ
る
よ
う
、
ハ
ウ
ス
の
増
設
計
画
を

検
討
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ま

た
、
果
樹
園
に
つ
い
て
は
、
多
品
目
に

わ
た
り
作
付
け
さ
れ
て
い
る
が
、
感
染

被
害
に
よ
る
成
長
の
ば
ら
つ
き
に
よ
り
、

ブ
ド
ウ
、
梨
の
収
穫
体
験
だ
け
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。
品
質
的
に
は
イ
チ
ゴ
、

ト
マ
ト
、
ブ
ド
ウ
な
ど
に
つ
い
て
は
、

完
熟
収
穫
の
た
め
甘
味
が
強
く
、
年
々

体
験
希
望
者
が
増
加
し
て
い
る
状
況
と

の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
は
ビ
ア
ス
パ
ー

ク
し
も
つ
ま
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
、

都
市
部
の
子
供
達
の
米
づ
く
り
体
験
と
、

温
泉
、
宿
泊
の
組
み
合
わ
せ
等
、
地
域

農
家
と
の
連
携
に
よ
る
都
市
農
村
交
流

事
業
も
視
野
に
入
れ
、
事
業
目
的
達
成

の
努
力
を
続
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

と
の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、
調
査
を
何
ヶ

所
行
な
い
、
ど
の
よ
う
な
結
果
が
出
た

の
か
。
ま
た
、
そ
の
後
の
対
応
に
つ
い

て
、
執
行
部
の
見
解
を
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　

自
治
区
長
連
合
会
で
は

　
　
　
　
　

平
成　

年
度
の
事
業
と
し

１６

　
　
　
　
　

て
、
災
害
時
に
備
え
た
自

家
用
井
戸
の
調
査
を
実
施
し
た
。
内
容

は
代
表
区
長
で
あ
る
理
事　

人
が
担
当

３０

す
る
自
治
区
を
対
象
と
し
、
上
水
道
以

外
で
、
現
在
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
た

め
に
使
用
し
て
い
る
自
家
用
井
戸
が
、

ど
こ
に
ど
の
く
ら
い
存
在
す
る
か
を
調

査
し
た
も
の
で
あ
る
。
飲
料
水
と
し
て

適
し
て
い
る
か
ど
う
か
の
水
質
検
査
に

つ
い
て
は
、
１
ヶ
所
当
た
り
１
万
円
前

後
の
費
用
が
必
要
と
な
る
の
で
、
残
念

な
が
ら
実
施
で
き
な
か
っ
た
。
な
お
、

水
質
に
問
題
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
県

の
環
境
保
全
課
及
び
保
健
所
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
指
導
し
た
い
と
考
え
て
い

る
。
調
査
し
た
範
囲
は
、
市
内
４
分
の

１
に
当
た
る
区
域
で
、　

本
の
自
家
用

３１２

井
戸
を
使
用
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し

た
。
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
近
隣

を
含
め
た
自
治
区
の
状
況
を
一
覧
表
に

作
成
す
る
と
と
も
に
、
住
宅
地
図
に
落

と
し
、
自
治
区
長
連
合
会
の
役
員
に
災

害
時
の
資
料
と
し
て
返
し
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
こ
の
調
査
結
果
を
有
効
に
活
用

し
て
も
ら
う
た
め
に
、
自
治
区
長
連
合

会
の
中
で
、
先
進
的
に
活
動
し
て
い
る

本
宿
本
城
自
主
防
災
会
の
体
験
発
表
を

し
て
も
ら
っ
た
。
発
表
の
内
容
は
、
漓

消
火
栓
、
防
火
水
槽
、
地
域
の
避
難
場

所
を
防
災
マ
ッ
プ
と
し
て
作
成
し
、
各

世
帯
に
配
布
し
て
い
る
。
滷
メ
ガ
ホ
ン
、

消
火
器
、
は
し
ご
、
自
家
用
井
戸
、
発

電
機
な
ど　

品
目
に
つ
い
て
、
所
在
場

３２

所
及
び
所
有
者
名
を
記
載
し
た
一
覧
表

を
作
成
し
、
各
世
帯
に
配
布
し
て
い
る
。

澆
自
主
防
災
会
を
平
成　

年
に
組
織
し

１１

て
か
ら
、
毎
年
下
妻
消
防
署
と
連
携
を

と
り
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
参
加
を
得

て
、
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
な
ど
、

す
ば
ら
し
い
報
告
が
あ
っ
た
。
現
在
自

主
防
災
組
織
は
６
つ
の
組
織
機
関
に
と

ど
ま
っ
て
い
る
の
で
、
今
後
み
ず
か
ら

の
命
、
財
産
は
み
ず
か
ら
が
守
る
を
合

言
葉
に
、
自
主
防
災
会
を
組
織
化
す
る

と
と
も
に
、
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り

に
努
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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好評を得ている農業体験

　
　
　
　
　
 　

地
球
上
で
は
水
が
な
け

　
　
　
　
　

れ
ば
す
べ
て
の
生
き
物
は

　
　
　
　
　

生
き
て
い
け
な
い
。
そ
の

水
質
が
年
々
汚
染
さ
れ
て
い
る
の
が
実

情
で
は
な
い
か
。
１
９
８
０
年
ご
ろ
か

ら
市
内
各
所
で
宅
地
造
成
、
減
反
政
策

に
よ
り
埋
め
立
て
が
進
み
、
あ
る
地
区

で
は
埋
立
地
か
ら
茶
褐
色
の
水
が
流
れ

出
し
た
。
県
に
調
査
を
依
頼
し
た
と
こ

ろ
、　

ア
ー
ル
当
た
り　

万
円
か
か
る

１０

１００

と
言
わ
れ
た
た
め
に
、
ほ
と
ん
ど
の
方

が
耕
作
放
棄
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ

る
。
市
内
全
体
に
埋
め
立
て
箇
所
が
無

数
に
あ
り
、
自
家
井
戸
飲
料
水
に
つ
い

て
の
指
導
と
水
質
検
査
が
必
要
で
は
な

い
か
。
２
０
０
３
年
、
第
２
回
定
例
会

の
質
問
の
中
で
、
災
害
時
の
飲
料
水
の

確
保
と
水
質
調
査
に
つ
い
て
の
質
問
を

し
た
。
答
弁
の
中
で
自
治
区
長
連
合
会

会
長
と
話
し
合
い
、
実
施
す
る
方
向
で

了
解
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
具
体
的

な
方
法
等
に
つ
い
て
は
、
自
治
区
長
連

合
会
の
役
員
会
の
中
で
検
討
し
て
い
く
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　平成１６年度、政府は「三位一体改革」によって２．９ 兆円の地方交付税等の削減を抜き打ち的に実施し、多く

の自治体が「予算が組めない」という深刻な事態に追い込まれました。これに対し、当時全国知事会長が「三

位バラバラ改革」と批判したのをはじめとし、地方６団体や自治体関係団体が「国の借金のつけを地方へまわ

すな」とたちあがりました。その結果、平成１７年度も１６年度と同水準の一般財源が確保されました。

　しかし、これは大幅に削減された１６年度と同じ水準であって、改善されたわけではありません。したがって、

基金のない自治体や財政力の小さい自治体にとっては、引き続き困難な予算編成を強いられることは明白です。

　さらに重大なことは、財務省は依然として７．８ 兆円の地方交付税削減をあきらめていないことです。この財

務省削減計画が実施されると茨城県の場合、「４９市町村で交付額が半分以下に落ち込み、県、市町村ともに予

算編成が事実上不可能になる」といわれています。

　自治体本来の使命は、住民の福祉やくらし、地域の安全や経済振興など「住民福祉の増進」にあります。地

方交付税など一般財源は、自治体が自由に使える財源であり、これが縮小することは、「住民福祉の増進」の

ための行政運営を困難にします。いますでに多くの自治体は、深刻な財政危機に直面しており、これ以上国庫

補助負担金や交付税が削減されるような事態になれば、地方行政そのものが成り立ちません。

　つきましては、地方財政のいっそうの充実をはかる視点で地方財政改革を推進されますよう、地方自治法第

９９条にもとづき下記のとおり意見書を提出します。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記

　　１．地方交付税の財源保障機能と財源調整機能を堅持すること。

　　２．地方交付税等の総額は、地方団体の安定的な財政運営に必要とされる額を確保すること。

　　３．生活保護、児童扶養手当の国庫負担率引き下げは絶対に行なわないこと。

　　４．地方財政計画の策定にあたっては、地方の声を十分反映させる場を設けること。

　　５．税源移譲は、低所得者層に配慮した内容で実施すること。

　　　平成１７年３月１８日

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 下 妻 市 議 会

　　　（提出先）

　　　　　内閣総理大臣　　小　泉　純一郎　殿

　　　　　総　務　大　臣　　麻　生　太　郎　殿

　　　　　財　務　大　臣　　谷　垣　禎　一　殿

　　　　　衆 議 院 議 長　　河　野　洋　平　殿

　　　　　参 議 院 議 長　　扇　　　千　景　殿

地方財政の拡充を求める意見書
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議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会
で
は
、
平

成　

年
２
月　

日
か
ら　

日
の
行
程
で

17

27

28

群
馬
県
渋
川
市
を
訪
問
し
、
議
会
報
の

編
集
に
つ
い
て
の
研
修
を
行
な
っ
て
参

り
ま
し
た
。

　

渋
川
市
の
議
会
だ
よ
り
の
中
で
注
目

さ
れ
た
の
は
、
約
１
ペ
ー
ジ
分
の
ス
ペ

ー
ス
に
「
本
会
の
あ
ら
ま
し
」
と
い
う

タ
イ
ト
ル
で
掲
載
さ
れ
る
部
分
で
あ
り

ま
す
が
、
審
議
の
中
で
行
数
を
決
め
、

原
稿
は
議
員
が
自
ら
書
く
と
の
こ
と
で

あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
ペ
ー
ジ
数
の
関

係
で
ス
ペ
ー
ス
に
余
裕
が
あ
る
場
合
に

は
、
「
企
画
も
の
」
を
取
り
入
れ
て
、

編
集
委
員
が
順
番
に
筆
耕
す
る
と
の
こ

と
で
あ
り
、
編
集
後
記
に
つ
い
て
も
編

集
委
員
が
順
番
に
筆
耕
す
る
と
の
こ
と

で
あ
り
ま
し
た
。
今
後
の
編
集
に
あ
た

り
ま
し
て
は
、
今
回
の
研
修
の
成
果
を

生
か
し
、
市
民
の
皆
様
方
に
さ
ら
に
親

し
ま
れ
る
議
会
だ
よ
り
に
な
る
よ
う
、

努
力
し
て
参
り
ま
す
。

４
日　

市
議
会
議
員
共
済
会
理
事
会

　

日　

県
西
市
議
会
議
長
会
事
務
局
長

１４
　
　
　

会
議

　

〜　

日　

産
業
経
済
委
員
会
・
建
設

１７

１９

　
　
　

委
員
会
行
政
視
察
（
兵
庫
県
加

　
　
　

古
川
市
／
赤
穂
市
）

　

〜　

日　

文
教
厚
生
委
員
会
行
政
視

１８

１９

　
　
　

察
（
千
葉
県
茂
原
市
）

　

日　

市
議
会
全
員
協
議
会

２２
　

〜　

日　

議
会
だ
よ
り
運
営
委
員
会

２７

２８

　
　
　

行
政
視
察
（
群
馬
県
渋
川
市
）

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

３
日
〜　

日　

第
１
回
下
妻
市
議
会
定

１８

　
　
　

例
会

３
日　

本
会
議　

議
案
上
程
、
説
明

４
日　

本
会
議  
議
案
質
疑

　
　
　

総
務
委
員
会

　
　
　

文
教
厚
生
委
員
会

７
日　

産
業
経
済
委
員
会

　
　
　

建
設
委
員
会

８
日　

予
算
特
別
委
員
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１０
　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１１
　
　
　

市
議
会
全
員
協
議
会

　

日　

予
算
特
別
委
員
会

１４
　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１５

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

　

日　

本
会
議　

一
般
質
問

１６
　

日　

本
会
議　

委
員
長
報
告
、
質
疑
、

１８
　
　
　

討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　

第
１
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

　
　
　

会

６
日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
事
務
局

　
　
　

長
会
議

　

日　

茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
定
例

１２
　
　
　

会

　

日　

茨
城
県
市
議
会
議
長
会
理
事
会

１３
　
　
　

・
定
例
会

　

日　

市
町
村
長
・
市
町
村
議
会
議
長

１８
　
　
　

会
議

　

日　

下
妻
市
議
会
月
例
会

１９
　
　
　

第
２
回
議
会
だ
よ
り
運
営
委
員

　
　
　

会

　

〜　

日　

関
東
市
議
会
議
長
会
定
期

２０

２１

　
　
　

総
会

　

新
緑
の
候
、
市
民
の
皆
様
方
に
は
、

益
々
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
号
の
議
会
だ
よ
り
は
、
平

成　

年
度
の
予
算
（
案
）
の
審
議
を
中

１７
心
と
す
る
３
月
定
例
会
の
報
告
が
主
な

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
１
年
間
の
方
針
や
計

１７

画
実
施
の
方
向
付
け
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら
の
計
画
が
完
全

に
実
施
さ
れ
る
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ

り
ま
す
。

　

今
後
も
議
会
活
動
の
公
正
か
つ
正
確

な
紙
面
づ
く
り
を
目
指
し
、
市
民
各
位

に
信
頼
さ
れ
る
市
議
会
だ
よ
り
が
発
行

で
き
る
よ
う
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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平成 17 年 第 1 回（ 3 月）定例会の
傍聴者は47人でした。

※問い合せ先：下妻市議会事務局
　　　0296－43－2111
　　　　　内線301・ 302

　

議

会

だ

よ

り

　

運
営
委
員
会
視
察

群馬県渋川市

請 願・陳 情 の 審 議 結 果

結　果付託常任委員会提　出　者　住　所　氏　名件　　　　　　　　　　　　　名

採　 択
総　　務

委 員 会

下妻市大字本城町２丁目２２番地 

　下妻地区労働組合協議会

　　議長　渡慶次　信夫 

地方財政の拡充を求める請願書
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